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[1]工場概要 
   所 在 地：栃木県宇都宮市平出工業団地２２－２ 

   創  業：１９６９年５月 

   従業員数：約５２７名（２００７年３月現在） 

   敷地面積：約１９６,０００㎡ 

建物面積：約６６,８００㎡ 

 

  生産品目 

コンバイン、田植機 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(株)クボタ 生産事業所サイトレポート２００７ 

宇都宮工場 



 2

 

［２］ 環境方針 

 

 ＜理念 ＞ 

 私たちは「地球規模で持続的な発展が可能な社会」「企業と市民が相互信頼のもとに共

生する社会」の実現をめざし、地球環境の保全に配慮した企業活動を行います。 

 

 ＜方針 ＞ 

 宇都宮工場は、農業機械及び周辺機器の製造のあらゆるプロセスにおいて環境マネジ

メントシステムを確立・維持することにより、地球環境の保全に配慮した企業活動を実

施いたします。 

 

 ＜具体的推進策＞ 

１．原材料の購入から使用、廃棄、回収と生産及びサービスの各段階において、

汚染の予防に努めます。また、生産方法の改善、使用原材料の見直し等、長

期的で幅広い観点からの施策を実施し、環境負荷の継続的改善に努めます。

２．国、地方自治体等の環境関連法・条例規制の遵守は勿論のこと、同意したそ

の他の要求事項についても自主管理基準を設定し、維持することに努めま

す。 

３．環境負荷を低減するために、技術的、経済的に可能な範囲で達成すべき目

的・目標を定め、確実に実施するための環境マネジメントプログラムを明確

にします。また、その実施状況を定期的に確認し、見直しを行うように努め

ます。 

４．環境管理活動の重要性を全従業員（従業員、協力会社社員、派遣社員、請負

者含む）に徹底し、環境保全に対する意識の向上に努めます。 

５．地域での環境保全活動への参画、支援に積極的に取り組み、地域との共生に

努めます。 

６．この環境方針は、社会への責任を示すために、一般の人が求めに応じて入手

可能なものとします。 

 

                 ２００６年 １０月１日 

                              株式会社クボタ宇都宮工場  

                         工場長 飯島 宣昭 
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［３］環境負荷 
    当工場の活動におけるあらゆる面で環境に影響を与える環境側面を調査・評価し、著しい環境側面を

決めています。この環境側面は、環境マネジメントシステムの目的・目標に反映させています。 

 

   宇都宮工場：環境目的 

①電力使用量の低減   ②化石燃料使用量の低減 

③産業廃棄物処理委託量の低減  ④緊急事態対応力の向上 

   法的届出施設 

定期的な測定分析で管理基準以下を確認しています。 

       大気関連施設：塗装乾燥炉  ２基、 ボイラー  １０基 

       水質関連施設：廃水処理施設 １基、 表面処理施設 ６基 

   エネルギー消費 

毎年エネルギー原単位（原油換算エネルギー消費/生産高）を▲１％削減目標で活動しています。 

 電  力：約 ８３７万 KWh／年 

       都市ガス：約１０６４KNm3／年 

       灯  油：約 ３２９KL／年 

   ＣＯ２排出量   約７１３２ｔ／年 

 
 

［４］省エネルギー活動 
    地球温暖化防止のため、エネルギー使用量の削減が 

不可欠であると考え、従業員全員が省エネルギーに取 

り組んでいます。 

 

   目  標 

①エネルギー消費量 （原油換算） 

     生産高原単位 前年比▲１％削減 

     ２００５年 実  績 ７９.８５Ｌ／百万円 

     ２００６年 実  績 ５８.１５Ｌ／百万円 

                （▲２７％ 超過達成） 

   ②ＣＯ２排出量  

     生産高原単位 前年比▲１％削減 

     ２００５年 ０.１５７６ｔ／百万円 

     ２００６年 ０.１１２４ｔ／百万円 

                （▲２９％ 超過達成）                        

     ２００７年度も更に前年比▲１％を目標に推進                      
     
 

事例 

塗装乾燥炉のガス直接加熱化 
 
乾燥炉熱源の灯油が間接加熱であるため、熱量の多くが放熱で 

ロスとなる。そこで都市ガスバ―ナーによる直接加熱化により 

省エネルギーを図った。 

効果■都市ガス換算削減量 ▲２４.８％ 

過去5年間のエネルギー使用量推移
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［５］廃棄物削減活動 
    地球環境負荷を軽減するため、生産をはじめとする工場の 

   あらゆる活動からの廃棄物減量に取り組んでいます。 

   目  標 
①産業廃棄物 

     ▲５％／年削減 

    ２００５年度 産廃排出量 ２６２ｔ／年 

２００６年度 産廃排出量 ３７４ｔ／年 

 （▲４３％ 増加） 

塗装方法の変更による前処理排水汚泥が増加したことが原因。 

前処理方法改善と排水処理方法改善により汚泥削減に努めます。 

②ゼロ・エミッションの継続 

     （２００５年度埋立比率 ０％） 
 
 

［６］ 化学物質削減活動 
 人体に有害な化学物質の環境への排出量を削減するために、対象物質の取扱量の削減、代替物質の採

用等に取り組んでいます。 

   目  標 
ＶＯＣ排出量 

▲５％／年削減 
    基準年原単位  ２００５年度 ３１.０ｋｇ／億円 

            ２００６年度 ３４.８ｋｇ／億円 （▲１２％ 増加） 

大型コンバインの移管により塗料使用量が増加したことが原因。 

塗装方法改善等により VOC 排出量削減に努めます。 

 
 

［７］ 環境基準遵守状況 
 環境排出基準については、国で定める規制値はもちろん、さらに厳しい自主管理値を設定して環境負

荷の軽減を図っています。 
   ・大気基準 

 法規制値 自主管理値 

硫黄酸化物 Ｋ値 8 
燃料は、都市ガス、灯油使用のため 

Ｓ分≒０  燃料成分表にて確認 

(ボイラー) 

― 

150 ppm 

一般ボイラー基準値で管理 
窒素酸化物 

(乾燥炉) 

  250 ppm 

 

  200 ppm 

(ボイラー) 

― 

0.3 g/Ｎm3 

一般ボイラー基準値で管理 
ばいじん 

(乾燥炉) 

 0.35g/Ｎm3  

 

0.16 g/Ｎm3  

過去5年間の産廃排出量推移
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   ・水質基準 

 法規制値 自主管理値 

ｐＨ 

BOD 

SS 

Zn 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 

 5.8～8.6 

  25mg/L 

  50 mg/L 

2.0mg/L 

  5.0mg/L 

 6.0～8.4 

  18 mg/L 

  36 mg/L 

  2.0mg/L 

  4.5mg/L 

   ・騒音基準 

    （栃木県条例の規制値） 

朝・夕  ７０ ｄｂ 

昼  間  ７５ ｄｂ 

夜  間  ６０ ｄｂ 

 
 

［８］ 環境監査 
     ＩＳＯ１４００１認証を２０００年１２月に取得しました。そして２００６年１２月には２度目の更

新審査をクリアーし、６カ月ごとの外部サーベイランスと年２回の内部監査を実施して、環境マネジメ

ントシステムの適切性を評価しています。 

 内部監査員は監査員教育を受けたメンバーで構成し、相互監査を通じて環境保全のレベルアップに取

り組んでいます。 

         ２０００年１２月 ＩＳＯ１４００１認証取得 

         ２００３年１２月 第１回更新審査終了 

         ２００５年 ６月 ２００４年度版移行審査受審 

         ２００６年１２月 第２回更新審査終了 

 
 

［９］ 地域貢献活動 
当社の企業活動は顧客及び地域住民の協力なくして成り立たないと認識し、下記活動等を通じて地域

との融和に努めています。 

インターンシップ受入（２００６年７月・８月） 

宇都宮工業団地 環境委員会活動（通年） 

ＪＡＭ栃木県央地協（労組）によるクリーンキャンペーン（２００６年６月） 

 


